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論文審査要旨
 松田達郎提鵡の学位論文は「南極昭和基地周辺に冷けるセン類植物群落とその環境水中の微小生
 物群集に関する生態学的研究」と題するもので,第四次,第五次南極観測隊員となり,第五次には
 日本にかける唯一の生物砺究者として越冬隊に加わり,1961年から62年にかけて昭和基地周辺の
 生物,主として,セン類植物群落の分布とその形成過程を解析し,セン類群落中の微理境としての
 温度の周年変化と霞変化を測定,それとセン類中の環境水(コケ水)にみられる微小生物の生息と
 の関係を考察し,更にセン類群落を成釦たたせている生態系の解析的吟味を行ったものである。
 すなわち,東オングル島に冷けるセン類群落が南酋斜面に多く発達していることを明らかにし,
 これには北東の主風をさけ,夏のふきだ蚕りの雪どけ水による水分補給と日射が関与していること
 をのべた。
 セン類は3種類を主とするが,特にナガバナンキヨクマゴケでは数葉の間隔を於いて仮根を生じ
 て冷動植物体が長い年月にわたって分解せずに残っているの鳩コケ群塊の断面をみると・この
 仮根が縞状にならんで年輪様の構造を示して寿駕これによってセン類群塊の生畜年代を推測でき
 る。
 セン類群落をみると,部分的に表面の緑色が黒変してランソウが附着している。セン類はランソ
 ウの附着により生育を阻害されるので,群塊の断面ではうンノウ附着時による生育の阻害と年輪と
 の複合された縞状構造があらわれ,これによってセン類群落の発達してきた経過をたどることがで
 きる。
 サーミスターによるセン類群落喋の温度の隔測自記記録を得たがンこれによるとセン類中は気温や
 裸地の砂表面などとくらべて温度変化は著しく少なく,夏はぜCを上限とし,冬は一20℃を低温の
 極としている。
 このセン類中の環境水中にはフ硅藻,アメーノ㍉ゾウリムシ,クマムシ,ワムシ,センチュウ
 等の微小生物が生息しているが,それがコクの部分によって密度を異にしていることを明らかにし,
 日本にかける乾燥地や砂地のムラサキヤネゴケのコケ水にみられるものと本質的に同じであること,
 また測定した環境温度条件と青木等の研究から南極に蔚いてはセン類や微小生物の凍結速度はこれ
 ら微小生物の生存に何等の障害とはならないことを考察した。
 最後に,セン類群落が雲鳥の営巣する岩場附近によく発達すること,オオトウゾクカモメなどの
 訪れる池や沼に藻類がよく生育すること,ペンギンの営巣地に近く緑藻やランノウ群落が発達する
 ことをたしかめ,このことから,南極のいわゆる極地ツンドラが,海の生物に依存して生活する海
 、鳥の糞をとおして,窒素や燐,その他の栄養源を得ていることによって支えられていること,すな
 わち,海中生物づ海鳥ッ植物群落という段階をもつ物質の流れにもとづく生態系の構造を明らかに
 したことは注目すべきことである。
 以上,主論文の概要を述べたが,参考論文として,20篇をこす共著論文を除く12篇が提出されて
 いる。その中7篇はペンギンの営巣,ウェデルアザラシの生態的調査のほか南極基地に関するもの
 であり,他の5篇はブユ,アカイエカ,トビムシ等についての個体群生態学に関するもので,それ
 ぞれ注目すべき成果をあげている。
 以上,審査委員等は松田達郎提出の学位論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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